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市
で
は
、
３
月
１１
日
に
発
生

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
１０
か
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
も
市
内
に
募
金

箱
を
設
置
し
、
３
月
１４
日
か
ら

１６
日
ま
で
街
頭
で
募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
地
の
救
援
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。み
な
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
義
援
金
の
呼
び
か
け

を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、３
月
１７
日
現
在
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
個
人
か
ら
の
救
援

物
資
の
受
付
は
、受
け
入
れ
態
勢

な
ど
の
問
題
に
よ
り
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
募
金
箱
設
置
場
所

▽
市

�
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
市
立
総
合
病
院
１

階
会
計
窓
口
、
上
下
水
道
局
水

道
庁
舎
１
階
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

フ
ロ
ア

▽
社
会
福
祉
協
議
会

�
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
井

田
老
人
セ
ン
タ
ー
、
五
条
老
人

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、西
セ
ン
タ
ー（
旧
教

育
庁
舎
）、
玉
串
保
育
園
、楠
根

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
開
庁
時
間
内
の
取
扱
い
と

な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

▽
市
�
政
策

推
進
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
０
１
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
６
・
危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
０

▽
社
会
福
祉
協
議
会

０
６

（
６
７
８
９
）
７
２
０
１
、
�

０
６
（
６
７
８
９
）
２
９
２
４

緊
急
消
防
援
助
隊
を
派
遣

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

被
災
地
へ
大
阪
府
の
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
本
市
か
ら
も
消

防
隊
員
を
派
遣
し
、
被
災
地
で

救
助
活
動
や
後
方
支
援
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
救
援
物
資
と
し
て
毛

布
３
０
０
０
枚
、
ア
ル
フ
ァ
化

米
１
万
食
、飲
料
水（
５
０
０
�
）

１
万
本
、
生
理
用
品
５
０
０
０

枚
、
排
せ
つ
物
収
納
袋
５
０
０

０
袋
を
送
る
準
備
を
し
て
お
り
、

大
阪
府
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
災
害
を
受
け
て
野

田
市
長
は「
他
人
事
と
は
思
え
ず

心
を
痛
め
て
い
ま
す
。今
後
も
東

大
阪
市
と
し
て
最
大
限
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
被

災
地
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

市
議
会
か
ら
義
援
金

市
議
会
に
お
い
て
も
３
月
１４

日
に
義
援
金
（
災
害
見
舞
金
）

と
し
て
１
０
０
万
円
を
日
本
赤

十
字
社
に
送
り
ま
し
た
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

は
、
広
い
範
囲
で
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

者
を
対
象
に
信
用
保
証
協
会

が
保
証
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
取
扱
金
融
機

関
を
経
由
の
う
え
、
大
阪
府

中
小
企
業
信
用
保
証
協
会
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

市
内
に
本
店
お

よ
び
本
社
が
あ
る
企
業
で
、

当
該
地
震
に
よ
り
事
業
所
な

ど
が
全
壊
、
流
失
、
半
壊
な

ど
の
被
害
を
受
け
、
り
災
証

明
を
受
け
た
中
小
企
業
者

◇
問
合
せ
先

経
済
総
務

課
分
室

０
６（
６
７
４
８
）

７
２
７
５
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
２
３
０
３

平成２３年第１回定例会開会（３月１日）

にあたり、野田市長は市政運営方針を表

明しました。

あらましは次のとおりです。

私
は
、
昭
和
６２
年
の
市
議
会
議
員
就
任
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
出
向
き
、
市
内
外

の
人
々
と
語
る
中
で
改
め
て
私
た
ち
の
ま
ち

東
大
阪
や
東
大
阪
に
住
み
、働
き
、学
ぶ
人
々

が
創
り
出
す
素
晴
ら
し
さ
や
魅
力
、
潜
在
能

力
に
気
づ
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
心
に
し
っ
か
り
刻
み
込
む
中
で
、
わ
が
ふ

る
さ
と
東
大
阪
を
愛
す
る
気
持
ち
が
無
限
に

増
し
て
き
ま
し
た
。

か
じ

平
成
１９
年
１０
月
の
選
挙
で
市
政
の
舵
取
り

た
く

を
託
さ
れ
、
今
日
ま
で
、
市
民
の
熱
い
期
待

お
も

と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
想
い
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
、
ま
た
議
会
の
多
大
な
ご
協
力
も
得
な

が
ら
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
平
成
３２
年
を
目
標
年
次
と
す
る

後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
再
度
心
を
引
き
締
め
、
市
民
と
と

い

も
に
本
市
の
個
性
を
活
か
し
、次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
東
大
阪
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

ほ
こ

を
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
さ
ら
に
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
状
況
と
対
応

中
小
企
業
が
多
い
本
市
で
は
、
厳
し
い
経

済
状
況
が
続
い
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

経
済
対
策
に
よ
る
景
気
の
下
支
え
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
税
収
入
も
一
定
の

下
げ
止
ま
り
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
大

き
く
改
善
す
る
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
関
係
経
費
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、

今
後
の
市
政
運
営
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

次
の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ

と
な
く
、
地
域
主
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、

自
立
可
能
な
行
財
政
運
営
を
確
立
さ
せ
る
こ

と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
東
大
阪
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
め
ざ

し
ま
す
。

※
６
・
７
面
に
つ
づ
く
。

第
１
回
定
例
会
で
市
政
運
営
方
針
を

本
会
議
場
で
語
る
野
田
市
長

２保険料率は２年ごとに設定

３就学費用を援助します

４・５保健所・センターだより

６・７市政運営方針

■人 口：503，729人
■世帯数：219，975世帯（平成23年3月1日現在）

みなさんの真心を被災地へ
義援金募金箱を設置

被
害
を
受
け
た
市
内
中
小
企
業

信
用
保
証
協
会
が
借
入
を
保
証

もくじ

平成２３年度 市政運営方針

■発行日：平成23年（2011年）4月1日
毎月2回発行（1日・15日）
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住んでよかったといわれるまちづくりを

東北地方
太平洋沖地震

岩
手
県
大
槌
町
で
救
助
活
動
に

あ
た
る
府
内
の
消
防
隊
員
ら（
市

消
防
隊
員
撮
影
）
�

街
頭
で
行
わ
れ
た
募
金
活
動
�

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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医
療
保
険
料
は
、
総
所
得
金

額
等
を
も
と
に
決
定
し
て
い
ま

す
。未

申
告
の
場
合
、
保
険
料
の

算
定
や
非
課
税
世
帯
の
判
定
が

行
え
ず
、
高
額
な
保
険
料
を
請

求
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の

区
分
判
定
に
も
影
響
し
ま
す
。

収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
、

４
月
１５
日
�
ま
で
に
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、確
定
申
告
や
市
・
府

民
税
の
申
告
を
し
た
方
は
、
所

得
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

徴
収
嘱
託
員
制
度

来
所
な
ど
で
の
納
付
が
困
難

な
方
に
は
、
徴
収
嘱
託
員
が
自

宅
に
伺
い
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
く
徴
収
嘱
託
員
制
度

が
あ
り
ま
す
。

徴
収
嘱
託
員
は
、
市
が
発
行

す
る
証
明
書
（
写
真
入
り
）
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

医
療
保
険
室
保
険
料
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

振
り
込
め
詐
欺

国
や
市
職
員
な
ど
を
装
っ
て

電
話
を
か
け
、
還
付
金
の
払
い

戻
し
や
保
険
料
の
徴
収
な
ど
を

理
由
に
訪
問
し
て
通
帳
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
ち
去
っ
た

り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
か
ら
お
金
を
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
し
た
り
す
る
詐
欺

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
と
き
は
、
医
療
保
険
室
保
険

料
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保

険
料
率
は
、
２
年
ご
と
に
設
定

し
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に

保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
平
成
２２
年
度
と

同
じ
、
均
等
割
額
を
４
万
９
０

３
６
円（
年
額
）、
所
得
割
率
を

９
・
３４
％
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
額
の
賦
課
限

度
額
は
、
５０
万
円
（
年
額
）
で

す
。�

所
得
の
例
�

年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ

の
年
金
収
入
が
３
３
０
万
円
未

満
の
場
合
、「
年
金
収
入
額
�※
―

１
２
０
万
円
（
公
的
年
金
等
控

除
額
）
―
３３
万
円
（
基
礎
控
除

額
）」と
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス

の
場
合
は
０
円
で
す
。

※
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
は
年
金
収
入
額
に
は
含
み

ま
せ
ん
。

保
険
料
を
軽
減

世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保

険
者
と
世
帯
主
）
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
の
被
保
険
者
均
等

割
額
（
４
万
９
０
３
６
円
）
を

次
の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
（
表

参
照
）。

�
２
割
軽
減
は
世
帯
の
総
所

得
金
額
等
が
「
基
礎
控
除
額
３３

万
円
＋
３５
万
円
×
被
保
険
者
の

数
」
以
下
の
方
が
対
象
で
、
３

万
９
２
２
８
円
と
な
り
ま
す
。

�
５
割
軽
減
は
世
帯
の
総
所

得
金
額
等
が
「
基
礎
控
除
額
３３

万
円
＋
２４
万
５
０
０
０
円
×
被

保
険
者
の
数
（
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
を
除
く
）」以
下
の
方

が
対
象
で
、
２
万
４
５
１
８
円

と
な
り
ま
す
。

�
８
・
５
割
軽
減
は
世
帯
の

総
所
得
金
額
等
が
「
基
礎
控
除

額
３３
万
円
」
以
下
の
方
が
対
象

で
、７
３
５
５
円
と
な
り
ま
す
。

�
９
割
軽
減
は
�
の
世
帯
の

被
保
険
者
で
、
当
該
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
が
年
金
収
入
８０
万

円
以
下
（
そ
の
他
各
種
所
得
が

０
円
）
の
方
が
対
象
で
、
４
９

０
３
円
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者

の
う
ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か

か
る
被
保
険
者
の
所
得
が
５８
万

円
以
下
（
年
金
収
入
の
み
の
場

合
は
、
そ
の
収
入
が
２
１
１
万

円
以
下
）
の
方
は
、
所
得
割
額

を
５
割
軽
減
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
前
日
ま
で
、
会
社
の

健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

当
分
の
間
、
所
得
割
額
は
課
さ

れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額
を

９
割
軽
減
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
や
さ
ら
な
る
健

康
増
進
の
た
め
、
水
中
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
の
も
と
、
泳
げ
な
い
方
で

も
参
加
で
き
ま
す
。楽
し
み
な

が
ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◇
と
き

５
月
１６
日
�
、

２３
日
�
、
３０
日
�
、
６
月
６

日
�
、
１３
日
�
、
２０
日
�
、

２７
日
�
、
７
月
４
日
�
、
１１

日
�
午
前
９
時
１５
分
〜
正
午

（
計
９
日
間
）

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
（
５
月
１６
日
と
７
月
１１

日
は
西
保
健
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

東
大
阪
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
定

健
診
な
ど
を
受
診
し
た
６８
歳

以
下
の
方

※
心
疾
患
の
方
（
以
前
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
含

む
）
お
よ
び
血
圧
が
１
６
０

／
９５
�
�
以
上
の
方
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

◇
内
容

プ
ー
ル
内
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ア
ク
ア
ビ

ク
ス※

ロ
ッ
カ
ー
代
が
必
要
。

◇
申
込
み
先

西
保
健
セ

ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
８
）

０
０
８
５
、
�
０
６
（
６
７

８
８
）
２
９
１
６

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
を
対
象
に
、
年
度

内
１
回
に
限
り
２
万
６
０
０
０

円
を
上
限
と
し
て
、
人
間
ド
ッ

ク
受
診
費
用
を
一
部
助
成
し
て

い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の
写

し
、検
査
結
果
通
知
書
の
写
し
、

被
保
険
者
証
、
口
座
情
報
が
わ

か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
医
療
保
険
室
資
格
給
付
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
領
収
書
な
ど

は
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。◇

申
請
・
問
合
せ
先

医
療

保
険
室
資
格
給
付
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

被保険者均等割額（４万９，０３６円）軽減額表

軽減割合 所得の判定区分 軽減後の
額（年額）

� ２割 世
帯
の
総
所
得
金
額
等

「基礎控除額３３万円＋３５万円×被保険者数」
以下

３９，２２８円

� ５割
「基礎控除額３３万円＋２４万５，０００円×被保険者
数（被保険者である世帯主を除く）」以下

２４，５１８円

� ８．５割 基礎控除
額３３万円
以下

当該世帯の被保険者全
員の各所得（ただし、
公的年金等控除額は８０
万円として計算）

０円で
ない

７，３５５円

� ９割 ０円 ４，９０３円

※世帯とは、同一世帯内の被保険者と世帯主です。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

一
部
助
成
し
ま
す

後期高齢者医療保険

水中ウォーキング教室

楽しく健康に

�
�
被保険者の所得×
所得割率９．３４％

�
�

所 得 割 額＋被保険者均等割額
�
�
被保険者１人当たり
４万９，０３６円

�
�

�保険料・年額

（限度額５０万円）

国民健康
保険

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

所
得
の
な
い
方
も
申
告
を

（２）平成２３年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も

に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
を
対
象
に
、

所
得
な
ど
を
審
査
の
う
え
就
学

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

◇
援
助
す
る
費
用

▽
入
学

準
備
費

▽
学
用
品
費

▽
学

校
給
食
費

▽
修
学
旅
行
費

▽
臨
海
・
林
間
学
舎
費
（
交
通

費
な
ど
）

▽
結
膜
炎
、
中
耳

炎
、
虫
歯
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
な

ど
の
治
療
費
（
治
療
費
は
医
療

機
関
へ
直
接
支
払
い
ま
す
）

◇
申
請
方
法

４
月
初
旬
に

学
校
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
通
学
し
て

い
る
学
校
（
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
に
子
ど
も
が
通
学
し
て
い

る
場
合
は
い
ず
れ
か
一
方
）
ま

た
は
学
事
課
へ
４
月
１２
日
�
〜

２８
日
�
に
直
接

※
必
ず
個
人
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
２３
年
１
月
１
日

現
在
、
東
大
阪
市
に
住
所
が
あ

る
場
合
は
、
所
得
証
明
書
の
添

付
は
不
要
で
す
。

奨
学
金
を

お
貸
し
し
ま
す

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
経
済

的
な
理
由
で
高
校
や
高
等
専
門

学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
で
の

勉
学
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
選
考
の
う
え
奨
学
金
を
お

貸
し
し
ま
す
（
専
修
学
校
や
各

種
学
校
、
通
信
制
を
除
く
）。

な
お
、
卒
業
後
に
返
還
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

【
高
校
、高
等
専
門
学
校
（
１

年
生
〜
３
年
生
）】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

▽

国
・
公
立
�
８
０
０
０
円

▽

私
立
�
１
万
３
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

５０
人
程
度

【
高
等
専
門
学
校
（
４
年
生

・
５
年
生
）、短
期
大
学
、大
学
】

◇
貸
付
金
額
（
月
額
）

▽

国
・
公
立
�
１
万
４
０
０
０
円

▽
私
立
�
１
万
７
０
０
０
円

◇
募
集
人
数

２０
人
程
度

◇
申
込
方
法

学
事
課
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
学
校
で
配
布

の
願
書
、
推
薦
調
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
（
外
国
籍
の
方
は

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
）
と
市
・
府
民
税
証
明
書

を
添
え
て
、
４
月
１１
日
�
〜
５

月
２０
日
�
に
学
事
課
へ
届
く
よ

う
に
在
学
し
て
い
る
学
校
へ
直

接

◇

◇

◇
問
合
せ
先

学
事
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

４月１０日�は、大阪府議会議員選挙の投票日です。

あなたの大切な一票をいかすためにも、必ず投票に行きましょう。

当日投票に行けない方は、期日前投票に行きましょう。

■問合せ先 選挙管理委員会事務局 ０６（４３０９）３２８８、�０６（４３０９）３８４９

平
成
２３
年
度
の
市
民
交
通

災
害
共
済
・
火
災
共
済
の
加

入
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

万
一
の
災
難
に
備
え
、
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

【
交
通
災
害
共
済
】

◇
掛
金

１
人
に
つ
き
６

０
０
円
（
１
年
分
）
で
、
１

人
１
口
に
限
る

◇
見
舞
金
な
ど

▽
死
亡

に
よ
る
見
舞
金
�
世
帯
主
２

０
０
万
円
、世
帯
主
以
外（
単

身
世
帯
を
含
む
）
１
５
０
万

円

▽
入
院
・
通
院
日
数
に

応
じ
た
見
舞
金
�
１
万
円
〜

２０
万
円

▽
入
院
付
加
金
�

１
万
円
〜
３
万
円
（
１０
日
以

上
の
入
院
に
限
る
）

【
火
災
共
済
】

◇
掛
金

１
世
帯
１
口
６

０
０
円
（
１
年
分
）
で
、
３

口
ま
で

◇
見
舞
金
な
ど
（
１
口
あ

た
り
）

▽
死
亡
弔
慰
金
�

１
人
１
０
０
万
円

▽
被
害

に
応
じ
た
見
舞
金
�
２
万
円

〜
１
５
０
万
円

◇

◇

◇
対
象

市
内
在
住
で
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

し
て
い
る
方
（
火
災
共
済
は

世
帯
主
に
限
る
）

◇
申
込
方
法

行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役

所
本
庁
舎
５
階
市
民
総
務
室

で
受
付
（
就
学
援
助
の
認
定

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申
し

出
を
）

※
市
内
金
融
機
関
で
の
受

付
は
、
３
月
３１
日
で
終
了
し

ま
し
た
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
総
務

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

母
子
家
庭
の
母
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
母
子
家
庭
自
立

支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
】

就
職
の
た
め
に
市
の
指
定
す

る
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た

場
合
、
講
座
修
了
後
に
受
講
料

の
２
割
相
当
額（
上
限
１０
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
の
申
込
み
ま
で

に
相
談
が
必
要
で
す
。

【
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
費
】

市
の
指
定
す
る
資
格
（
看
護

師
・
准
看
護
師
、介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、理
学
療
法
士
、作
業
療

法
士
な
ど
）
を
取
得
す
る
た
め

に
養
成
機
関
で
２
年
以
上
修
業

す
る
場
合
、
修
業
期
間
の
全
期

間
分
を
支
給
し
ま
す
。な
お
、申

請
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◇
支
給
額

月
額
７
万
５
０

０
円（
前
年
度
市
府
民
税
課
税
世

帯
）、月
額
１４
万
１
０
０
０
円（
前

年
度
市
府
民
税
非
課
税
世
帯
）

◇

◇

支
給
に
は
、市
内
在
住
で
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
ま
た
は
同
所

得
水
準
の
方
で
、過
去
に
給
付
金

を
受
給
し
て
い
な
い
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

こ
ど
も
家
庭

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
４
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
７

出
張
就
業
相
談

市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

と
寡
婦
を
対
象
に
専
門
の
相
談

員
が
、
就
職
・
転
職
の
求
人
情

報
の
提
供
や
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２１
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

５
人
（
申
込
先
着

順
）※

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
あ
り
（
１
人
２
０
０

円
で
４
月
１２
日
�
ま
で
に
要
申

込
・
定
員
あ
り
）。

◇
申
込
方
法

４
月
２０
日
�

ま
で
に
電
話
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

０
６
（
６
７
６
２
）

９
４
９
８
、�
０
６（
６
７
６
２
）

３
７
９
６

◇
問
合
せ
先

こ
ど
も
家
庭

課

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活

をををををををををををををををををををををををををををををを

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応

援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援

市民交通災害・火災共済に加入を

一年間の大きな安心�

就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
を
支
援

さあ投票 選挙の主役はあなたです

大阪府議会議員選挙

自
立
支
援
給
付
金
を
支
給

投 票 日
４月１０日�

投票時間
午前７時から午後８時まで

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年４月１日（３）
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ポリオの集団予防接種は、６週間

以上の間隔をあけて、２回接種が必

要です。次回は１０月に実施します。

�対３か月～７歳６か月の子ども ※

できるだけ１歳６か月までに受けて

ください。 ※発熱などで接種が受

けられない場合があります。基礎疾

患や発育上の問題で通院や医師の指

導を受けている方や過去１年間にけ

いれん（ひきつけ）を起こした方、

免疫状態の異常を指摘された方は、

主治医の意見書または証明書が必要

です。母子健康手帳と予防接種手帳

を持っている方は「ポリオ予診票」

に記入のうえ、持参してください。

【お詫びと訂正】
市政だより３月１５日号５面で掲載

したポリオの集団予防接種の表に誤

りがありました。お詫びして訂正し

ます。

４月４日�の会場は東保健センタ
ーのみで、ももの広場（楠根）では

接種を行いません。正しい表は右の

とおりです。

�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

かしこく食べよう�たのしく食べよう�
食育推進メニュー集を配布

市では、『食育推進計画～食育で、め

っちゃ元気な「まち」やねん』を平成

２０年に策定し、食育を進めています。

このほど、食に関する活動をしている

団体と連携して、食育推進メニュー集

（第２版）を作成しました。河内の伝

統食・郷土食をはじめ、地産地消や健

康に関する情報も掲載しています。

４月５日�から保健センターと健康
づくり課で配布しますので、ご活用く

ださい（１世帯１部で先着各５０部）。

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

お昼ごはんのつどい

調理実習と試食、健康学習、体操実

習などを行います。 �時４月１３日�午
前１０時１５分～午後２時 �対市内在住の
６５歳以上の方 �定２０人（申込先着順）
�料５００円（保険料が別途必要） �持動き
やすい服・靴、エプロン、三角巾、手ふき、

筆記用具 �申４月８日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

成人歯科健康相談

�時�所�４月７日�、５月１２日��中
保健センター �４月１４日��東保健
センター �４月２７日��西保健セン
ター ☆いずれも午前９時３０分～１１時

３０分 �対成人 �定各１２人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

４００mL献血にご協力を

�時�所�４月１日��スーパー万代加
納店 �２日��近鉄花園ラグビー場
�８日��枚岡病院 �９日��フレ
スポ東大阪 �１４日��近鉄布施駅北
側バスロータリー �１５日��	三和
鋲螺製作所（吉田本町２） �１９日�
�近商ストア東花園店東側 �２１日�
�関西スーパー日下店 �２２日��近
鉄瓢�山駅南側 �２４日
�市役所旭
町庁舎 �２８日��近鉄八戸ノ里駅前
※受付時間は場所によって異なり、日

程を変更する場合もあります。受付時

に保険証などで本人確認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター ０６

（６９６２）７６５４ �地域健康企画課 ０７２

（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６

ところ
行 事

東保健センター
（０７２・９８２・２６０３）

中保健センター
（０７２・９６５・６４１１）

西保健センター
（０６・６７８８・００８５）

専門相談

�
�


クラミジア・梅毒・

エイズ検査など

（一部有料）

�
�
�

Ｃ型肝炎抗体検査（一部

有料）

風しん抗体検査（有料）

７日�、２１日�
９・３０～１１・００

１３日�、２７日�
９・３０～１１・００

１１日�、２５日�
９・３０～１１・００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

６日�、７日�、１２日�、
２１日�

１４・００～１６・００

２６日�
１０・００～１２・００

１２日�、１３日�、１９日�、
２１日�、２６日�、２７日�

１４・００～１６・００

５日�、１２日�、１９日�、
２６日�

１４・００～１６・００

６日�、２０日�
１０・００～１２・００

結核相談
７日�、２１日�

１４・００～１５・００

４日�、１８日�
１４・００～１５・００

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上の方）

１４日�
９・３０～１０・００

２７日�
９・２０～１０・００

電話健康相談 月～金曜日 ９・００～１２・００、１２・４５～１７・３０

４か月児健康診査

�平成２２年１２月生まれ�
※個別に通知しています。

１２日�、２６日�
１３・１０～１４・００

５日�、１２日�、２６日�
９・１０開始

１９日�（北部）
９・３０開始

６日�、１３日�、２７日�
１３・００～１４・１０

１歳６か月児健康診査

�平成２１年９月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

２０日�、２７日�
１３・４０～１４・３０

８日�、２２日�
１３・００開始

１３日�（北部・２１年８月
生まれを含む）

１３・３０開始

５日�、１９日�
１３・１５～１４・１５

３歳６か月児健康診査

�平成１９年１０月生まれ�
※個別に通知しています。

８日�、２２日�
１３・３０～１４・２０

６日�、１５日�
１３・００開始

（北部は来月）

１２日�、２６日�
１３・１５～１４・１５

離乳食講習会 ２０日� １３・３０開始 ８日� １３・００開始

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
１２日�、２６日�

１４・００～１４・３０

５日�、１２日�、２６日�
１９日�（北部）

９・３０～１０・００

６日�、１３日�、２７日�
１３・３０～１４・００

�太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問合せください）。
�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）へ。�一般健康相談は廃
止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。�（北部）は盾津鴻池公民分館分
室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

２，３２０円

各４３２円

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

５日�
１９日�

１１日�

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

ところ

（東）縄手南公民分館

（西）森河内公民分館

（東）東保健センター★

（東）石切公民分館

（中）盾津鴻池公民分館分室

（西）荒本第３集会所

（東）東保健センター★

（中）中保健センター

（西）長瀬診療所

（東）孔舎衙公民分館

（中）英田公民分館

（西）大�小学校
（中）中保健センター

（西）はすの広場（近江堂）

（中）盾津東公民分館

（西）市民会館展示室

（中）盾津鴻池公民分館分室

（西）ももの広場（楠根）

（東）東保健センター★

（中）中保健センター

（西）市民会館展示室

・受付時間
（東）午後２時～３時１５分
（中）午後１時３０分～２時４５分
（西）午後２時～３時１５分

・★は申込み（先着順）が必要

とき

４月
１日�
４日�
５日�
７日�
８日�

１１日�

１３日�
１４日�
１５日�

１８日�

２０日�

２１日�
２２日�

２５日�

ポリオの集団予防接種

（４）平成２３年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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健康・禁煙相談広場

�時�所�４月１２日���東保健センタ
ー、�ももの広場（楠根） �１３日�
��中保健センター �１４日���夢
広場（布施駅前） �１５日���やま
なみプラザ（四条）、�中保健センター
�１９日���ゆうゆうプラザ（日下）、
�はすの広場（近江堂） �２８日��
�グリーンパル（中鴻池） ☆�が午
前１０時３０分～１１時３０分、�が午後３時～
４時 �対成人 �内血圧測定、禁煙相談、
女性の健康相談など

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

小児ぜん息児親子体操教室
ハッピーママのリフレッシュ

心と体をリラックスさせて子育ての

不安を解消しませんか。 �時５月～来
年３月の第３木曜日午後２時３０分～４

時（７月は第２木曜日、８・９月は第

４木曜日・計１１日間） �所くすのきプ
ラザ（若江岩田駅前） �対市内在住で４
歳以上の未就学の気管支ぜん息児とそ

の保護者 �定２０組（申込先着順） �内ボ
ディワーカーや実技指導員による親子

遊び、グループカウンセリング、医師

による学習会、個別相談 ※未就学児

の保育あり（要申込）。 �申申込書に必要
事項を書いて、４月１日�～２０日�に
直接 ※申込書は保健センターで配布。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

健康トライ２１
活動報告会

市では、健康で元気なまちづくりを

めざし、健康づくり活動「健康トライ２１」

の取組みを進めています。健康づくり

の活動を始めたい方や健康に関心のあ

る方は、ぜひ参加してください。 �時
４月１３日�午前９時３０分～１１時３０分
�所保健所大会議室
�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

隊員を募集します
健康トライ応援隊

「健康トライ２１（健康日本２１東大阪

計画）」を進めるため、健康トライ応援

隊の隊員を募集します。次のとおり活

動しています。 �時毎月第３水曜日午
前１０時～１１時３０分（８月を除く） �内
東大阪めっちゃ元気な「まち」やねん

体操、女性のがんやメタボ予防、健康

についての学習など

�所�申�問西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�４月１日�午前９時３０分～１０
時３０分�西保健センター �４日�午
前１０時～１１時�東保健センター �１３
日�午前１０時～１１時�ゆうゆうプラザ
（日下） �２１日�午前９時３０分～１０
時３０分�中保健センター �２７日�午
前１０時～１１時�ももの広場（楠根）
�対３歳未満の乳幼児 �内身体測定など
�問東・中・西保健センター

食品の安全を確保するために
食品衛生監視指導計画を策定

市では、食品衛生の監視指導を通し

て市民の食品の安全を確保するために

「平成２３年度食品衛生監視指導計画」

を策定し、４月１日�から実施します。
同計画は、食品衛生課または４月１日

から市ホームページでご覧になれます。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２
（９６０）３８０７

自分で血糖値をコントロールする教室

糖尿病にならないためのコツや上手

につきあうコツを教えます。 �時�内�
４月１４日��糖尿病を知る �２１日�
�運動で血糖コントロール �２８日�
�簡単カロリー計算法 ☆いずれも午

後１時～４時 �対全日程参加できる６４
歳以下の血糖値が高め（HgA1c５．６以上）

または軽症糖尿病の方とその家族 �持
健康手帳、血液検査の結果

�所�申�問西保健センター

取り扱いが変更

子宮頸がん予防ワクチン
けい

子宮頸がん予防ワクチンの接種を希

望する方が急増したため、全国的にワ

クチンの供給不足が生じ、少なくとも

７月ごろまでワクチン接種を希望して

も接種できない状況となっています。

このため、当面の措置として、子宮頸

がん予防ワクチン接種を次のとおり取

り扱うこととなりました。 �１回目
の接種から１か月後に２回目、６か月

後に３回目を接種する必要があるため、

すでに１回目のワクチン接種が終わっ

た方の２回目・３回目の接種を優先

※１回目の接種をされた場合、１か月

後の２回目の接種ができない恐れがあ

りますので、１回目の接種はワクチン

の安定した供給が可能となるまで差し

控えてください。 �３月３１日までに１
回目の接種ができなかった高校１年生

（平成６年４月２日～平成７年４月１

日生まれ）に相当する方が、４月以降

でワクチンの安定した供給が可能とな

ってから、１回目の接種をした場合で

も、当分の間、無料接種の対象

今後は、詳細が決まり次第、お知ら

せします。理解と協力をお願いします。

�問�健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９ �東・中・西保健セ
ンター

ぜん息児のための水泳教室

水泳は心肺機能を高め、運動誘発ぜ

ん息を減らします。 �時５月７日～６
月２５日の毎週土曜日午後１時３０分～３

時３０分、午後２時４５分～４時４５分（計

８日間） �所東大阪アリーナ �対市内
在住で小学校２年生～６年生の気管支

ぜん息児 �定各５０人（抽選） ※ロッ

カー代が必要。 �申申込書に必要事項
を書いて、４月１日�～８日�に直接
※申込書は保健センターで配布。参加

者は後日主治医の参加推薦書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

肺がん・結核エックス線検診

�時４月１９日�午前９時２０分～１０時
�内�対�肺がん検診�市内在住の４０歳以
上の方 �結核検診�市内在住の６５歳
以上の方 �定３０人（申込先着順）
�所�申�問西保健センター

大切な人を自死で亡くされた方へ
わかちあいの会

�時４月１６日�午後２時～４時 �所く
すのきプラザ（若江岩田駅前）

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時５月１９日�午前９時１５分～１０時１５
分、午後１時～２時 �所市民会館１階
展示室 �対市内在住で平成２３年４月１
日現在、４０歳以上の偶数年齢の女性

�定各５０人（申込先着順） �料８００円（ク
ーポン券可） ※生活保護受給者と市

民税非課税世帯の方は無料。 �申４月
１３日�午前９時から
�申�問西保健センター

小児ぜん息学習会

�時４月２２日�午後２時～４時 �所保
健所大会議室 �対子どもが小児ぜん息
などで困っているまたは関心がある方

�定３０人（申込先着順） �内講演「ぜん
息の子ども達、学童期に気をつけたい

事�」府立呼吸器アレルギー医療セン
ター医師・吉田之範さん ※未就学児

の保育あり（要申込）。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

小児用肺炎球菌ワクチンおよびヒ

ブワクチンを含むワクチン同時接種

後の死亡例が、３月２日から４日ま

でに４件発生したことを受け、現在

国では、ワクチン接種と死亡との関

係を調査しています。

市では、国の調査を受けて安全性

が確認できるまで、小児用肺炎球菌

ワクチンおよびヒブワクチンの接種

を見合わせます。今後は、国の調査

検討後、決まり次第お知らせします。

�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン

接種を一時見合せ

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年４月１日（５）
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わ

だ

い

〜
緊
急
度
レ
ベ
ル

★
★
★
★
☆

市
政
運
営
方
針
の
政
策
な
ど
、

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
年
間
の
お
も
な
事
業
の
取

組
み
状
況
を
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
「
３
つ
の
改
革
・
再
生
」

「
５
つ
の
基
本
政
策
」
に
沿
っ

て
、
申
し
述
べ
ま
す
。

３
つ
の
改
革
・
再
生

【
市
役
所
を
変
え
る
】

よ
り
積
極
的
な
行
財
政
改
革

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
実
行
に
よ
り
、
平

成
２０
、
２１
年
度
の
２
か
年
で
２

３
６
億
円
の
効
果
額
を
生
み
出

し
、
昨
年
６
月
に
は
、
新
た
な

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
１
月
か
ら
毎
月

第
４
土
曜
日
に
窓
口
を
試
験
的

に
開
設
し
、
１
年
間
で
２
０
０

０
人
を
超
え
る
来
庁
者
と
５
０

０
件
近
く
の
電
話
問
合
せ
が
あ

り
、
休
日
開
庁
を
希
望
す
る
市

民
の
期
待
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

市
税
や
保
険
料
な
ど
の
夜
間
・

休
日
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
も

行
い
、
滞
納
者
の
解
消
に
力
を

入
れ
、負
担
の
公
平
性
・
公
正
性
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
学
校
を
変
え
る
】

学
力
等
実
態
調
査
で
の
課
題

解
決
の
た
め
、
学
力
向
上
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や

教
師
の
指
導
力
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
を
要
す
る

子
ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
円

滑
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

や
発
達
・
教
育
相
談
員
の
派
遣

な
ど
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
東
大
阪
市
の
子

ど
も
は
東
大
阪
市
で
育
て
る
と

い
う
基
本
姿
勢
を
貫
い
て
い
き

ま
す
。

【
地
域
を
変
え
る
】

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、「
市
民
の
、市
民
に
よ
る
、

市
民
の
た
め
の
」計
画
と
な
る
よ

う
、
市
民
の
考
え
方
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。ま
た
、地

域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
の

制
度
の
拡
充
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
子
育
て
相
談
支
援
事

業
や
独
居
老
人
訪
問
相
談
事
業

な
ど
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
り

育
て
、
高
齢
者
の
生
活
を
地
域

で
支
え
、
障
害
の
あ
る
人
が
地

域
で
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

施
策
を
進
め
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に「
福

祉
は
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
葉

に
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

５
つ
の
基
本
政
策

【
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
】

今
年
２
月
に
は
す
べ
て
の
市

立
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震

化
を
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

す
べ
て
の
市
立
小
・
中
学
校
へ

の
災
害
用
備
蓄
倉
庫
の
完
備
や

発
電
機
付
投
光
機
、
障
害
者
用

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
も
行
い
、

災
害
発
生
時
に
備
え
て
万
全
を

期
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
防
犯
灯
設
置
補

助
や
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
時
の
安
全
を
見
守

る
愛
ガ
ー
ド
運
動
、
自
転
車
マ

ナ
ー
向
上
運
動
な
ど
、
市
民
と

と
も
に
地
域
の
安
全
を
守
る
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
活
動
な
ど

も
あ
り
、
本
市
の
ひ
っ
た
く
り

犯
罪
は
、
こ
の
３
年
間
で
認
知

件
数
が
約
６０
％
減
少
し
て
い
ま

す
。

【
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
】

市
民
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
快

適
に
安
心
し
て
日
常
生
活
が
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

家
庭
で
の
子
育
て
を
支
援
し
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
交
流
を
育

む
４
番
目
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
旭
町
に
開
設
。さ
ら
に
、

４
か
所
の
民
間
保
育
所
の
設
立

を
助
成
し
、
３
３
０
人
の
待
機

児
童
を
解
消
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
重
債
務
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
強
化
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
実
態
調
査
、
高
齢
者
虐
待

防
止
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
が
家

庭
・
地
域
で
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
改
造
助
成
制
度
の
拡

充
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

短
期
入
所
事
業
の
拡
充
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

民
間
の
障
害
者
福
祉
施
設
、
就

労
福
祉
施
設
の
建
設
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

【
健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
】

妊
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、
公

費
負
担
回
数
を
５
回
か
ら
１４
回

ま
で
拡
充
し
ま
し
た
。

け
い

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費
用
の
全

額
助
成
・
無
料
化
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
、
入
院
・
通
院
と
も
小
学
校

就
学
前
ま
で
を
助
成
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

【
中
小
企
業
が
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
】

モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
東
大
阪
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
商
業
振
興

や
雇
用
促
進
に
も
つ
な
が
る
と

の
考
え
か
ら
工
夫
を
凝
ら
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
住
工
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」を

実
現
す
る
た
め
、「
住
工
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
施
策
検
討
・
推
進

委
員
会
」を
組
織
し
、住
宅
と
工

場
が
共
生
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
施
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
な
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
喜
多
俊
之
氏
を

デ
ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、
デ

ザ
イ
ン
の
重
要
性
の
啓
発
と
製

品
の
デ
ザ
イ
ン
力
を
高
め
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
商
店
街
の
空
き

店
舗
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
施
設
や
教
養
文
化
施
設
な
ど

の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
商
店

街
振
興
事
業
へ
の
助
成
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
課
題
の
解
消

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

は
、
学
校
規
模
適
正
化
基
本
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
一

部
通
学
区
域
の
変
更
や
統
合
委

員
会
の
設
置
な
ど
の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
の

新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、
大
阪

市
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談
の
実
施

な
ど
大
阪
市
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
、新
駅
設
置
に
必
要
な
基

礎
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇

◇

市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
９４
％
に
あ
た
る

１
１
５
項
目
を
達
成
ま
た
は
実

施
済
み
も
し
く
は
実
施
中
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
未
着
手
や
検
討
中
の

項
目
に
つ
い
て
の
課
題
解
消
に

努
め
、
社
会
・
経
済
・
財
政
情

勢
お
よ
び
市
民
ニ
ー
ズ
や
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
、
よ
り
深
化
・

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

１
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に

�
み
ど
り
�
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
市
と
東
大
阪

市
を
緑
に
す
る
市
民
の
会
が「
緑

の
輪

ひ
ろ
げ
て
包
む

町
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
植
樹
祭

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
で
２９
回
目
を
迎
え
る
植

樹
祭
は
、記
念
式
典
を
は
じ
め
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
抽
選
会
な

ど
、楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

４
月
１７
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

◇
と
こ
ろ

上
小
阪
小
学
校

運
動
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
内
容

▽
記
念
式
典
（
午

前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
・
小

学
生
に
よ
る
「
緑
の
ち
か
い
」

や
記
念
植
樹
な
ど
）

▽
緑
化

絵
画
や
写
真
な
ど
の
展
示

▽

ミ
ニ
庭
園
の
展
示

▽
模
擬
店

な
ど◇

問
合
せ
先

み
ど
り
対
策

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

２
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

平
成
２３
年
度
当
初
予
算
は
、経

常
経
費
や
継
続
的
な
事
業
の
計

上
を
中
心
と
す
る
骨
格
予
算
を

基
本
と
し
な
が
ら
、市
民
の「
安

全
安
心
」
な
ど
の
観
点
か
ら
ど

う
し
て
も
必
要
な
事
業
も
盛
り

込
ん
だ
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

【
子
育
て
の
安
全
安
心
】

だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
や
か

な
子
ど
も
を
生
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
妊
婦
健
診
に
か
か
る

公
費
負
担
を
１０
万
円
ま
で
増
額

し
、
ほ
ぼ
自
己
負
担
な
し
で
妊

婦
健
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
入
院
、
通

院
と
も
小
学
校
就
学
前
ま
で
で

あ
っ
た
助
成
対
象
年
齢
を
引
き

上
げ
、
入
院
に
つ
い
て
は
中
学

校
卒
業
時
ま
で
を
助
成
対
象
と

し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
待
機
児
童
を

解
消
す
る
た
め
、民
間
保
育
所
新

設
に
か
か
る
補
助
を
行
い
、
２

７
０
人
の
定
員
増
を
図
り
ま
す
。

【
教
育
の
安
全
安
心
】

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
未

然
防
止
と
早
期
対
応
を
任
務
と

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
府
の
派

遣
事
業
が
平
成
２２
年
度
で
終
了

し
ま
す
が
、
市
単
独
事
業
と
し

て
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活

に
お
け
る
医
療
介
助
な
ど
を
行

う
ケ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
増
員

し
ま
す
。

さ
ら
に
、暑
さ
対
策
と
し
て
、

す
べ
て
の
市
立
幼
稚
園
や
小
学

校
の
特
別
教
室
の
約
８０
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

【
福
祉
・
健
康
の
安
全
安
心
】

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る

た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者

を
応
援
す
る
た
め
の
仕
組
み
や

高
齢
者
の
活
動
促
進
に
関
す
る

取
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
２
か
所
の
障
害
者
社

会
福
祉
施
設
、
５
か
所
の
高
齢

者
社
会
福
祉
施
設
の
建
設
助
成

や
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精

神
障
害
者
の
身
上
監
護
や
金
銭

管
理
な
ど
を
支
援
す
る
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
を

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
重
度
の

身
体
障
害
の
あ
る
人
が
通
院
に

利
用
す
る
際
の
介
護
タ
ク
シ
ー

の
負
担
軽
減
を
図
る
補
助
事
業

を
新
設
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
療
育
セ
ン
タ
ー
と

高
井
田
障
害
者
セ
ン
タ
ー
が
担

っ
て
い
る
療
育
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
障
害
児
者
一

貫
し
た
支
援
を
行
う
新
障
害
者

支
援
拠
点
施
設
設
置
に
か
か
る

基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

【
防
犯
・
防
災
の
安
全
安
心
】

地
域
安
全
セ
ン
タ
ー
の
新
規

設
置
に
か
か
る
助
成
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
内
全
域
で
の
設

置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
運
営
助

成
に
よ
り
、
活
動
団
体
数
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
立
小
学
校
に
お
け

る
来
訪
者
の
確
認
を
行
う
子
ど

も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
に
つ

い
て
は
、
府
の
交
付
金
事
業
が

平
成
２２
年
度
で
終
了
し
ま
す
が
、

子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
、

市
単
独
事
業
と
し
て
継
続
実
施

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
街

頭
犯
罪
の
多
発
駅
周
辺
な
ど
に

個
人
情
報
保
護
に
も
留
意
し
、

設
置
し
ま
す
。

耐
震
改
修
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
耐
震
診
断
員
の
派
遣
や
耐

震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
に
要

す
る
費
用
の
補
助
を
拡
充
し
ま

す
。
公
共
建
築
物
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学

ぶ
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
を

優
先
的
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
生
駒
山
系
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
お
け
る
崩
壊
防

止
対
策
工
事
を
実
施
し
、
地
域

住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
救

助
工
作
車
や
高
規
格
救
急
車
等

を
整
備
し
、
消
防
団
車
両
の
更

と
ん
し
ょ

新
や
屯
所
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
従
前
よ
り
市
民
要
望

の
高
い
市
域
北
東
部
の
出
張
所

建
設
に
向
け
て
、
用
地
の
確
保

な
ど
を
進
め
ま
す
。

【
経
済
の
安
全
安
心
】

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
向
上
の
た
め
、
検
査
・
分

析
機
器
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
化

を
図
り
ま
す
。

工
業
地
域
で
の
製
造
業
の
設

置
を
誘
導
し
、
モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
立
地
を
促
進
す
る
た
め
補

助
制
度
の
対
象
を
１
０
０
０
�

以
上
か
ら
５
０
０
�
以
上
に
緩

和
し
ま
す
。ま
た
、モ
ノ
づ
く
り

研
究
を
活
性
化
さ
せ
、
広
く
企

業
間
の
連
携
に
つ
な
が
る
よ
う
、

企
業
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支
援

す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
力
を
高

め
て
世
界
に
発
信
で
き
る
製
品

を
増
や
す
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、
デ
ザ
イ
ン

製
品
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

◇

◇

現
下
の
厳
し
い
社
会
・
経
済

・
財
政
状
況
の
下
、
市
民
か
ら

お
預
か
り
す
る
税
は
、
市
民
の

生
活
、
雇
用
、
教
育
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
具

体
の
施
策
や
事
業
と
し
て
市
民

に
還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
生
活

の
安
定
や
市
内
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
予
算
の
効
果
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年

度
当
初
か
ら
積
極
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

政
策
推
進
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

昨年の植樹祭

当日はたくさんの家族
連れでにぎわいました

健康と市民福祉のまちづくり
子 育 て 編

後期基本計画では、「子どもを育てる

喜びが実感でき、すべての子どもの健

やかな成長と子どもの権利が尊重され、

子どもの生きる力や夢を育むまちづく

り」をめざしています。

３月２日、子育てに関する意見や感

想、課題などを直接聞こうと、野田市

長は子育て世代が集う鴻池子育て支援

センターを訪れました（写真）。
施設を利用していた市民は、「この施

設は子どもが安心して過ごせる場所で

す。子育ては大変ですが、ここに来る

と子育ての楽しさや悩みなどを分かち

合え、交流も深まるのでよく利用しま

す」と話していました。また、子ども

たちが楽しそうにのびのびと遊んでい

る姿を見て、野田市長は、安心して子

どもを生み、育てられるまちづくりへ

の思いを強くしました。

市では、これからも地域全体の子育

てを見守り、安心して子どもを生み、

育てられるまちづくりを進めていきま

す。

◇ ◇

今年からスタートする後期基本計画

は、５つの部門別計画と７つの地域別

計画から構成しています。これからの

まちづくりについて市民のみなさんに

より深く知っていただくため、５つの

部門別計画についてシリーズで紹介し

ています。

■問合せ先 政策推進室 ０６（４３０９）

３１０１、�０６（４３０９）３８２６

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
が
横

行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
診
断
や
工
事
、
停
電

の
不
安
に
つ
け
こ
む
太
陽
光

発
電
の
訪
問
販
売
な
ど
手
口

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、

義
援
金
詐
欺
に
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

も
う
け
話
で
大
損
�

「
以
前
、
未
公
開
株
に
投

資
し
て
だ
ま
さ
れ
て
多
額
の

被
害
を
受
け
た
。
先
日
『
未

公
開
株
の
被
害
者
を
救
済
し

て
い
ま
す
。
当
社
は
、
公
的

に
認
め
ら
れ
た
団
体
で
、
手

数
料
を
払
え
ば
救
済
手
続
き

を
し
ま
す
』
と
勧
誘
さ
れ
た

が
信
用
で
き
る
か
」
と
い
う

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

未
公
開
株
な
ど
で
被
害
に

あ
う
と
、
同
様
の
投
資
や
こ

の
よ
う
な
救
済
の
勧
誘
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
害
者

の
名
簿
が
業
者
間
で
出
回
っ

て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
二

次
被
害
で
す
。

被
害
者
は
お
金
を
取
り
戻

し
た
い
と
い
う
焦
り
か
ら
、

業
者
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に

惑
わ
さ
れ
、
さ
ら
に
被
害
に

あ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◇

◇

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９

６
５
）０
１
０
２
、�
０
７
２

（
９
６
２
）
９
３
８
５

こ
の
ほ
ど
、
河
内
小
阪
駅

と
八
戸
ノ
里
駅
か
ら
司
馬
�

太
郎
記
念
館
ま
で
の
道
程
に
、

同
記
念
館
へ
の
道
順
を
示
し

た
路
面
タ
イ
ル
と
電
柱
プ
レ

ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
路
面
タ
イ
ル
と
電
柱

プ
レ
ー
ト
は
、
本
市
の
魅
力

の
ひ
と
つ
で
あ
る
司
馬
�
太

郎
記
念
館
を
訪
れ
る
際
に
来

館
者
が
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
が

記
念
館
周
辺
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
で
き
る
よ
う
整
備
し

た
も
の
で
す
。

本
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ

る
司
馬
�
太
郎
さ
ん
へ
の
思

い
を
胸
に
、
記
念
館
周
辺
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
問
合
せ
先

文
化
国
際

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

３
月
１７
日
、
大
阪
バ
ス
�

が
近
鉄
布
施
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
京

都
駅
ま
で
の
路
線
バ
ス
を
運

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
鉄

布
施
駅
北
口
の
出
発
停
留
所

前
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
路
線
バ
ス
は
、
近
鉄

布
施
駅
か
ら
昨
年
全
面
開
通

し
た
第
二
京
阪
道
路
を
通
り
、

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ま
で
を
約
１
時

間
１０
分
で
結
ぶ
も
の
で
す
。

１
日
１７
便
の
往
復
運
行
を
予

定
し
て
お
り
、通
勤
や
通
学
、

観
光
な
ど
、
市
民
の
交
通
の

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

出
発
式
に
参
列
し
た
野
田

市
長
は
、「
こ
の
新
し
く
誕
生

し
た
公
共
ア
ク
セ
ス
が
、
東

大
阪
市
に
大
き
な
活
力
を
与

え
、
生
み
出
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」と
話
し
、

第
１
便
が
午
前
７
時
に
出
発

し
て
い
き
ま
し
た
。

路面タイル１０枚と電柱
プレート４枚を設置

市政運営方針

司馬�太郎記念館への案内表示を設置

誇誇
りり
とと
希希
望望
がが
持持
てて
るる
市市
政政
をを

楽しみながら散策を

市市
政政
ママ
ニニ
フフ
ェェ
スス
トト
かか
らら
見見
たた
取取
組組
みみ

�安全安心�をキーワードに
必要な事業を盛り込んだ予算編成

震災に便乗した
悪質商法や詐欺に注意�
～緊急度レベル★★★★★

お
買
い
物
は

東
大
阪
市
内
で

ひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろ
ががががががががががががが
れれれれれれれれれれれれれ

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
ののののののののののののの
ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりり

植
樹
祭
４
月
１７
日
に
開
催

布
施
〜
京
都
が
１
時
間
１０
分
で

路
線
バ
ス
が
運
行
開
始

犯罪被害にあわないためには、犯人に「ねらいにくい」と思わせることが大切です。対策は目に見える形で行いましょう ―東大阪市治安対策本部―

（６）平成２３年４月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年４月１日（７）
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ヒューマンライツカレンダーを配布

市内の児童・生徒の人権作品を掲載

したヒューマンライツカレンダーを作

成しました。

行政サービスセンターなどの市施設

に置いています。ご利用ください。

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

交通遺児激励金を給付

市民の善意によるお金を交通遺児激

励金（２万円）として給付します。対

象は、父または母を自動車などの車両

による事故で亡くした平成５年４月２

日以降生まれの１８歳以下の児童または

生徒です。

また、次にあてはまる方は金額を加

算します。 �小学校へ入学�２万円
�中学校へ入学�３万円 �高校へ進
学または就職�５万円（在学・在職証
明書が必要） �申申請書に必要事項を
書いて、５月２日�までに校区福祉委
員長へ直接 ※申請書は校区福祉委員

長宅またはボランティア・市民活動セ

ンターで配布。

�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）５５５０、

�０６（６７８９）２９２４

安全安心なまちづくり週間
キャンペーンを実施

市では、安心して暮らすことができ

る安全なまちにしていくため、「東大阪

市安全安心まちづくり条例」を昨年施行

し、毎年４月８日から１４日までを「安全

安心なまちづくり週間」と定めています。

これに合わせ、次のとおり啓発キャ

ンペーンを実施します。一人ひとりの

防犯意識を高めましょう。 �時４月１１
日�午後２時～３時 �所近鉄布施駅北
側バスロータリー �内啓発グッズとチ
ラシの配布 ※なくなり次第終了。

�問危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�０６
（４３０９）３８２０

慰霊塔の開扉日

平成２３年度の市立慰霊塔の開扉日は

次のとおりです。 開扉日 ４月１５日�、
５月１６日�、６月１４日�、７月１５日�、
８月１０日�、１４日�、１５日�、９月１５日
�、２３日	、１０月１４日�、１１月１５日�、１２
月１５日�、２７日�、２８日�、来年１月５日
�、１６日�、２月１４日�、３月１５日�、２０
日	 ☆いずれも午前１０時～午後４時

�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６
（４３０９）３８１５

市税の口座振替にご協力を

市税（個人住民税の普通徴収分、固

定資産税・都市計画税）の納付には、

口座振替をご利用ください。

手続きは、預貯金口座のある市税取

扱金融機関（阿波・徳島銀行を除く）ま

たは郵便局に、通帳、届出印、納税通

知書を持参してください。なお、口座

振替依頼書は市内の市税取扱金融機関

の窓口にあります。また、市ホームペ

ージからダウンロードもできます。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４７、�０６（４３０９）
３８０８

傍聴しませんか
障害者自立支援法に基づく

自立支援協議会

�時４月２６日�午後３時～５時 �所総
合福祉センター �対市内在住、在勤、在
学（いずれか）の方 �定５人（抽選） �内
地域の障害福祉に関する施策（相談支

援など）の実施状況 �申ハガキに行事名、
住所、氏名、電話・ファクス番号、手話

通訳の有無を書いて、４月１２日�（必着）
までに郵送（ファクス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５、�
shogai@city.higashiosaka.lg.jp

用水供給事業を開始
大阪広域水道企業団

府内４２市町村（大阪市を除く）で構

成される大阪広域水道企業団が大阪府

水道部に代わり、４月１日から本市を

含む４２市町村の水道事業者に水道用水

を提供します。なお、各家庭への給水

は引き続き本市から行います。

�問�大阪広域水道企業団企画課 ０６

（６９４４）６８６４、�０６（６９４４）６８６８ �水
道総務部総務課 ０６（６７２４）１２２１、�０６
（６７２１）２３７４

市内企業の優れた製品をPRする

「東大阪ブランド」は、販路拡大な

どに利用していただいています。

東大阪ブランドの認定は、ナンバ

ーワン・オンリーワン・プラスアル

ファ（高付加価値）製品を基準に審査。

現在、認定している製品を企業名

５０音順で紹介していきます。

【�マツモラ】
�所在地�玉串町東２
�問合せ先�０７２（９２５）００１７
自然型ろ過器の製造販売。

�ロハス・フィルタ
ー油ろ過器（オンリー
ワン製品）

金属プレス加工技術

をいかした完全自然型

油ろ過器。特殊紙を数

百層に重ね合わせた新

しい立体ろ過方式は、水分やミクロ

の汚れも取り除くことができます。

ほかにも、ロハス・フィルター水ろ

過器内部フィルターと固定金具（オ

ンリーワン製品）も認定しています。

【�三神製作所】
�所在地�荒本北１
�問合せ先�０７２（３６２）３６８６
プレス加工、配管部品の製造販売。

�フリーバンド（プラスアルファ
製品）

サイズや形状

を問わずに配管

パイプを巻いて

スピーディーに

固定することが

できる吊り金具。配管部品を取り付

ける際の作業効率が向上します。

�問モノづくり支援室内東大阪ブラ
ンド推進機構事務局 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０

１２日�
２６日�

１５日�

７日�
２１日�

８日�
２２日�

１４日�
２８日�

５日�
１９日�

８日�
２２日�

６日�
２０日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

日下町丹波神社東

上石切町２・駅前公園

西石切町２・ダイアパレス横

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島町児童遊園

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内・メープルコート

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

岩田町６・プレジデント東大阪

１３日�
２７日�

１３日�
２７日�

６日�
２０日�

７日�
２１日�

１２日�
２６日�

５日�
１９日�

１４日�
２８日�

１５日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：３０

１５：１０～１６：１０

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：１０～１３：５０

１４：００～１４：３０

１４：４０～１５：１０

１５：４０～１６：３０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：２０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

東楠風荘公園稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

近江堂行政サービスセンター北

八戸の里公園相撲場西

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

※西石切町７・オーク新石切は、マンション改修工事のため６月まで巡回を中止、

中鴻池町２・三島温泉前は、４月から廃止しました。

��

��

自分も 世界のみんなも 命はたった一つのたから物

小学校４年生（人権作品集）

その他のつづき

�ナンバーワン・オンリーワン・プラスアルファ

大阪ブランド

未来を切り開け

東

（８）平成２３年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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高齢者サービスセンターの教室

【メロディうんどう教室】
�時４月１４日�、２７日�午後１時３０分
～３時 �対市内在住の６０歳以上の方
�定各２５人（申込先着順） �持体操がで
きる服・靴、タオル、飲み物

【バランス健康体操教室】
�時４月１９日�、５月１７日�、６月２１
日�午前１０時～１１時３０分 �対全日程参
加できる市内在住の６０歳以上の方 �定
３０人（申込先着順） �持体操ができる
服・靴、タオル、飲み物

【楽しい工作教室】
�時４月２６日�午後１時３０分～３時３０

分 �対市内在住の６０歳以上の方 �定２０
人（申込先着順） �持はさみ

◇ ◇

�申４月４日�から電話または直接
�所�申�問高齢者サービスセンター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

イコーラム・カレッジ
現代社会を読み解く

「格差・貧困」の問題を男女共同参画

の視点から考えます。 �時４月１６日�午
後２時～４時 �対市内在住、在勤、在
学（いずれか）の方 �定２０人（抽選） �講
同志社大学准教授・三山雅子さん ※

１歳６か月～就学前幼児の保育あり（有

料）。 �申ハガキに講座名、受講動機、住
所、氏名、電話・ファクス番号、保育の有

無（保育希望の子どもの氏名・生年月日

も）を書いて、４月９日�（必着）までに
郵送（電話、ファクス、Ｅメールも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

着物リメイク教室

ゆったりブラウスを作ります。 �時
４月２３日�午後２時～４時 �対市内在
住、在勤（いずれか）の方 �定２０人（抽
選） �料５００円 �持裁縫道具 �申往復ハ
ガキに教室名、住所、氏名、年齢、電

話番号を書いて、４月１６日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やまな

みプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７（�兼用）

グリーンガーデンひらおか
教室＆催し

【パソコンスクール】
�時�料�申�初心者（文字入力の基礎）
�４月８日�午前１０時～１１時３０分・１００
円・４月５日�まで �応用（メッセ
ージ入りシールの作成）�４月１９日�
午前１０時～正午・１，０００円・４月１４日�
まで �定各２０人（抽選） �持ノートパ
ソコン（レンタル１００円）

【初心者囲碁教室】
�時４月９日�午後３時３０分～５時
�定１０人（抽選） �料２００円 �申４月６日
�まで
【カラオケ指導教室】
�時４月１４日�午前１０時～正午 �定１０

人（抽選） �料２００円 �申４月８日�ま
で

【桜ハイキング】
�時４月１６日�午前１０時～午後３時
�定２０人（抽選） �料２００円 �持弁当、水
筒、滑らない靴、着替え �申４月１２日
�まで

こけ

【苔玉作りと寄せ植え入門】
�時４月１７日	午前１０時～１１時３０分
�定３０人（抽選） �料１，０００円 �持ゴム手
袋、ピンセット、ビニール袋 �申４月
１０日	まで
【美術教室】
花や果物を日本画で描きます。 �時

４月２２日�午前９時３０分～正午 �定１５
人（抽選） �料２，０００円 �持鉛筆、消し
ゴム、タオル、筆、パレット �申４月
１５日�まで
【治癒力を高める健康体操教室】
�時４月２２日�午前１０時～１１時３０分
�定３０人（抽選） �料６００円 �持運動で
きる服・靴、タオル �申４月１７日	ま
で

【社交ダンス入門】
�時４月２３日�午前１０時～１１時３０分
�定２０人（抽選） �料３００円 �申４月１９日
�まで
【紙すきと絵手紙教室】
�時４月２４日	午前１０時～午後３時
�定３０人（抽選） �料５００円 �持タオル２
枚、エプロン �申４月２０日�まで

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を各申込期限までに電話またはフ

ァクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

東大阪アリーナトレーニングルーム
新規登録者講習会

�時４月２０日�、２１日�、２３日�、２５日
�午後１時３０分～３時３０分、午後３時
３０分～５時３０分 �対１６歳以上の方 �定
各１０人（抽選） �料３００円 �持室内シュ
ーズ、トレーニングウェア �申往復ハ
ガキ（１人１枚）に講習名、希望日時、

住所、氏名、年齢、性別、電話番号を

書いて、４月８日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

訪問理美容サービスのご利用を

市では、

理容店に出

向くことが

困難な重度

の介護を必

要とする高

齢者などに訪問理容サービスを実施し

てきましたが、美容師の派遣もできる

ようになりました。なお、利用は年６

回までで理美容代（１，５００円程度）は自

己負担です。 �対市内に住民登録また
は外国人登録している在宅の方で要介

護３～５と認定され、自力で理美容店

を利用することが困難な方

�申�問東・中・西福祉事務所福祉係
�東�０７２（９８８）６６１７、�０７２（９８８）６６２０
�中�０７２（９６０）９２７５、�０７２（９６４）７１１０
�西�０６（６７８４）７９８０、�０６（６７８４）７６７７

リニューアルしました
ふれあい掲示板・イベントカレンダー

市ホームページに開設している「ふ

れあい掲示板」「イベントカレンダー」

をリニューアルしました。

ふれあい掲示板は、利用者のみなさ

んが情報交換するためのページです。

イベントやメンバー募集、リサイクル

マーケットの情報を市ホームページか

ら簡単に掲載申込みできます。また、

イベントカレンダーにも市民主催のイ

ベントを掲載できるようになっていま

す。ぜひ、ご利用ください。

�問広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）
３８２１

【絵本で遊ぼう】
�時４月～来年３月の第１水曜日午
後３時～４時３０分（５月と来年１月

を除く） ※申込不要。

【おもちゃの病院】
壊れたおもちゃを修理します。

�時４月～来年３月の第３土曜日午後
１時～３時３０分、第１水曜日午後３

時～４時３０分（５月、来年１月を除く）

※申込不要で特殊部品は実費が必要。

【ハンキング講座】
ドライフラワーアレンジメントを

作ります。 �時５月１日	午後１時
～３時 �定１６人（抽選） �料１，５００円
【くすのきカレッジ】
歴史や文化を学びます。 �時�料�
日本史・郷土史学科�５月～来年３
月の第２火曜日午後７時～９時（８月

を除く計１０日間）・３，０００円 �美術・
文化学科�５月～来年３月の原則第
２金曜日午後６時３０分～８時３０分（計

１０日間）・４，０００円 �定各４０人（抽選）
【透明水彩画教室～初歩編】
�時５月～来年３月の第１・３土曜

日午後１時～４時３０分（８月を除く

計２０日間） �定１２人（抽選） �料１
回５００円（１０回分前納） �持画材

◇ ◇

�対市内在住、在勤（いずれか）の
方 �申往復ハガキに講座名（くすの
きカレッジは学科名も）、住所、氏名、

電話番号を書いて、４月１１日�（必
着）までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

くすのきプラザの教室＆催し

春から始めよう

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年４月１日（９）
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あさひっこ

【おでかけわいわい広場】
楽しい遊びや紙芝居をします。

�時毎月第１・３水曜日（雨天中止）
�所中石切公園
【おもちゃの病院】
壊れたおもちゃを修理します。

�時毎月最終木曜日午後２時～３時３０
分 �所あさひっこ（旭町子育て支援
センター）

【絵本の読み聞かせやわらべうた
あそび】
�時�対毎月第２・４金曜日�午後１

時２０分～１時５０分�２歳未満の乳児
とその保護者 �午後２時～２時３０
分�２歳以上の幼児とその保護者
�所あさひっこ �講おはなしの会ねっ
こぼっこ

◇ ◇

�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�
０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月４日�・１８日�午後１時３０
分～３時３０分、１５日�午前９時３０分
～１１時３０分 �所荒本子育て支援セン
ター �対よちよち歩きの１歳児とそ
の保護者 ※申込不要。

【ミニ遠足】
�時４月１５日� ☆荒本西公園に午

前１０時３０分集合、正午解散 �持弁当、
お茶、手ふき、敷物 �申４月４日�
午前１０時から電話で

【遊んでランチタイム】
�時４月１８日�午前１０時３０分～正午
�所荒本子育て支援センター �対１歳
以上の乳幼児とその保護者 �定２０組
（申込先着順） �持弁当、お茶、手
ふき、敷物 �申４月４日�午後１時
から電話で

【こいのぼりを作ろう】
�時４月２２日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対２歳
以上の幼児とその保護者 �定２５組（申
込先着順） �申４月８日�午後１時
から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月４日�・１８日�午前９時３０
分～１１時３０分、１５日�午後１時３０分～
３時３０分 �対よちよち歩きの１歳児
とその保護者 ※申込不要。

【べビーリーフを育てよう】
手作りのミニ菜園でベビーリーフ

を育てます。 �時４月８日�午前１０
時～１１時 �対２歳６か月以上の幼児
とその保護者 �定１５組（申込先着順）
�料５０円 �持２�の四角いペットボト
ル、子ども用スコップ �申４月４日
�午前１０時３０分～午後５時に電話で
【講座～赤ちゃんを知って楽しく

子育て】
�時�対�４月１５日�、２２日�午前１０
時～１１時３０分�６か月～１０か月の乳
児とその保護者 �４月１１日�、２５
日�午後２時～３時３０分�３か月～
５か月の乳児とその保護者 �定各１２
組（申込先着順） �申４月４日�午
後１時３０分～５時に電話で

◇ ◇

�所�申�問鴻池子育て支援センター
０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時４月１１日�、１５日�、２２日�、

２５日�午後２時３０分～４時 �対よち
よち歩きの１歳児とその保護者 ※

申込不要。

【親子クッキング】
たこ焼き器を使って簡単なおやつ

を作ります。 �時４月１５日�午前１０
時～１１時 �対２歳以上の幼児とその
保護者 �定１２組（申込先着順） �料
１００円 �申４月４日�午前１０時から電
話で

【こいのぼり作り】
リズム遊びをしてから、こいのぼ

りを作ります。 �時４月２２日�午前
１０時～１１時 �対２歳以上の幼児とそ
の保護者 �定１５組（申込先着順）
�申４月１１日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�所�申�問長瀬子育て支援センター
０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

市では、市民が快適に生活できる

よう、下水道の整備に努めています。

３月３１日から、次の町丁目のそれ

ぞれ一部の地域で水洗化にできるよ

うになりました。 �菱屋東３丁目
�加納１丁目 �稲葉２丁目 �若
江北町３丁目 �吉田６丁目 �水
走３丁目 �新池島１～３丁目 �
元町１丁目 �善根寺町１・２・５
・６丁目 �布市町１～３丁目 �
池之端町 �日下町１～８丁目（５
丁目を除く） �中石切町１～７丁
目 �北石切町 �東石切町１～６
丁目 �上石切町１・２丁目 �西
石切町１～７丁目 �東山町 �額
田町 �山手町 �弥生町 �宝町
�新町 �鷹殿町 �南荘町 �立
花町 �豊浦町 �鳥居町 �出雲
井本町 �出雲井町 �東豊浦町
�旭町 �昭和町 �神田町 �若
草町 �御幸町 �末広町 �喜里
川町 �河内町 �本町 �五条町
�瓢�山町 �客坊町 �上四条町
�四条町 �南四条町 �下六万寺
町３丁目 �六万寺町１・３丁目
�上六万寺町

【工事は指定業者で】
トイレなどの水洗化工事は、必ず

市の指定工事業者に依頼してくださ

い。業者が市への申請手続きをしま

す（市の助成や貸付制度あり）。

なお、水洗化にできる区域におけ

るくみ取り式便所については３年以

内に水洗化するよう法律で規定され

ています。また、浄化槽については

速やかに水洗化してください。

【上水道料金と合わせて下水道使
用料を負担】
下水道を整備した区域では、上水

道の使用水量に応じ、上水道料金と

合わせて下水道使用料を負担してい

ただきます。なお、市では下水道使

用の実態を把握するため、職員が家

庭や事業所などを訪問することがあ

ります。協力をお願いします。

◇ ◇

�問�供用処理開始区域�下水道管
理課 ０６（４３０９）３２５４、�０６（４３０９）
３８２８ �水洗化�水洗化促進センタ
ー ０６（４３０９）３２４９、�０６（４３０９）３８２８
�貸付・助成金、下水道使用料�業
務課 ０６（４３０９）３２５１、�０６（４３０９）３８２７

自由の森なるかわ
バースディイベント

設立１５年目を迎えた自由の森なるか

わで、自然を体感しませんか。

�時５月３日� ☆徒歩の方は近鉄瓢

�山駅に午前９時集合、車の方は直接
現地に午前１０時３０分集合で、午後３時

現地解散 �定２００人（申込先着順）
�内ハイキング、オリエンテーリング、
ハンドクラフト、野外フォークライブ

など �料５００円（３歳以下は無料・昼食
付き） �申行事名、住所、氏名、年齢、
電話番号を４月７日�～２９日�午前９
時１５分～午後５時に電話またはファク

スで ※火曜日は休館。

�所�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

博物館トーク

�時４月１７日�午後１時３０分～４時
�対成人 �定２０人（申込先着順） �内「若
江遺跡の調査結果～若江寺はなかった」

「地下に眠る５世紀の古墳」 �申４月
２日	午前９時から電話で
【綿の種を配布】
江戸時代に河内地域で盛んに栽培さ

れていた綿の種（栽培方法の説明書付

き）を配布します。 �時４月２日	午
前９時から ※１人１袋で先着５０人。

◇ ◇

�料小・中学生２０円、高校・大学生３０
円、一般５０円

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

やまなみコンサート

�時４月１６日	午後２時～４時 �対市
内在住、在勤、在学（いずれか）の方

�定４０人（当日先着順） �内声楽・松原み
なみさんとピアノ奏者・樋上愛加さん

による「花」「からたちの花」「城ヶ島の雨」

�所�問やまなみプラザ（四条） ０７２

（９８８）３１０７（�兼用）

子育てを楽しもう�
子育て支援センターの催し

※車での来場はご遠慮ください

催しのつづき

さらに広がりました

水洗化にできる区域

（１０）平成２３年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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プリズム・ミュージック・ウェイブ’１１
出演者と運営スタッフ

９月１８日�に八尾市文化会館（プリ
ズムホール）で開催する音楽イベント

「プリズム・ミュージック・ウェイ

ブ’１１」の出演者と運営スタッフを募集

します。 �申�出演者�応募用紙に必
要事項を書いて、デモCD・MD（１曲

分）を添えて、４月１９日�～５月２９日
�に直接 ※７月３日�に予選会あり。
応募用紙は八尾市文化会館で配布。同

会館ホームページ（http���prismhall.j
p�）からダウンロードもできます。 �
運営スタッフ�４月１７日�までに直接
�申�問八尾市文化会館 ０７２（９２４）９９９９、

�０７２（９２４）５０１０
�問政策推進室 ０６（４３０９）３１０１、�０６
（４３０９）３８２６

地球温暖化対策地域協議会の構成員

市では、地球温暖化対策実行計画（区

域施策編）に基づき、東大阪地球温暖

化対策地域協議会と協力し、さまざま

な地球温暖化対策を進めています。

このほど、同協議会の構成員を募集

しますので、地球温暖化問題に関心の

ある方は、ぜひ応募してください。

�対市内在住、在勤、在学（いずれか）
の１８歳以上の方 �申応募用紙に必要事
項を書いて、４月１５日�（必着）まで
に郵送（Ｅメールも可） ※応募用紙

は環境企画課で配布。市ホームページ

からダウンロードもできます。

�申�問〒５７７・８５２１市役所環境企画課
０６（４３０９）３１９８、�０６（４３０９）３８１８、�
kankyokikaku@city.higashiosaka.

lg.jp

医療介助員登録者

市立小・中学校で勤務する医療介助

員（ケアアシスタント）の登録者を募

集します。くわしくはお問合せくださ

い。 �対看護師の資格がある方
�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

自動販売機の設置業者

産業技術支援センターに飲料用自動

販売機を設置する業者を募集します。

�申申請書に必要事項を書き必要書類を
添えて、４月１２日�、１３日�午前９時
～午後５時に直接 ※要項や必要書類

などくわしくは市ホームページをご覧

になるかお問合せください。

�申�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

地域密着型サービス事業者

市では、第５次高齢者保健福祉計画

および第４期介護保険事業計画を進め

るため、地域密着型サービスを整備・

運営する事業者を追加募集します。

�対社会福祉法人（平成２３年度中に法人
設立に必要な条件を整えられる設立予

定も含む） �定地域密着型介護老人福
祉施設入居者生活介護（小規模特養）

�４か所 �申４月２５日�～２８日�に直
接 ※応募関係書類は４月１日�～８
日�に高齢介護課で配布。市ホームペ
ージからダウンロードもできます。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８７、�
０６（４３０９）３８４８

懇話会委員
高齢者保健福祉・介護保険事業計画

第６次高齢者保健福祉計画・第５期

介護保険事業計画策定に関する懇話会

委員を募集します。 �対�定�市内在住
の４０歳～６４歳の方�１人 �市内在住
の６５歳以上の方�１人 ※いずれも市

・市外郭団体の職員、市付属機関の委

員、高齢者の保健・福祉・介護事業者

の関係者を除く。 �申「私が考える東大
阪の高齢者施策のあり方」（８００字程度で

様式自由）をまとめ、別紙に住所、氏

名、年齢、電話・ファクス番号、職業

を書いて、４月１５日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所高齢介護課

０６（４３０９）３１８７、�０６（４３０９）３８４８

市立学校園の講師

市立学校園で欠員がでたときに講師

として勤務できる方（特に中学校理科・

数学・技術の講師）を募集しています。

�対教員免許状を取得している方 �申履
歴書に必要事項を書いて直接 ※勤務

条件などくわしくはお問合せください。

�申�問教職員課 ０６（４３０９）３２７３、�０６
（４３０９）３８３８

特設人権相談

人権擁護委員が相談に応じます（秘

密厳守）。 �時�所�４月１４日��総合福
祉センター �２１日��夢広場（布施
駅前） ☆いずれも午後２時～４時

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
法務局職員または人権擁護委員が相

談に応じます（秘密厳守）。 �時土・日
曜日、祝日を除く午前９時～午後４時

�所大阪法務局東大阪支局
�問�大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８２）

５５６３ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

福祉なんでも相談

市では、地域で援護を必要とする高

齢者や障害者、子育て中の方の相談に

応じるコミュニティソーシャルワーカ

ー（CSW）を市内の社会福祉施設など

に配置し、次のとおり出張相談も行い

ます。気軽にご相談ください。 �時�所
�４月１日��グリーンパル（中鴻池）
�４日��くすのきプラザ（若江岩田
駅前） �５日��やまなみプラザ（四
条） �６日��夢広場（布施駅前）
�７日��はすの広場（近江堂） �
２０日��ゆうゆうプラザ（日下） �２１
日��ももの広場（楠根） ☆いずれも

午後１時３０分～４時

�問健康福祉企画課 ０６（４３０９）３１８１、

�０６（４３０９）３８１５

あるこう会

せんなん里海公園（大阪府泉南郡岬

町）をバスで訪ねます。 �時４月２０日
�、２７日�（雨天時は行き先変更あり）
☆長瀬老人センターを午前９時出発、

午後４時ごろ解散 �対市内在住の６０歳
以上の方 �定各４５人（申込先着順）
�料１，５００円 �持弁当、飲み物 �申４月１
日�から料金を添えて直接
�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

ひらおかの森を守る会は、昔も今

も憩いの場として親しまれ、人々の

生活にうるおいを与えてきた枚岡地

区周辺の森林を保全していくため、

平成１６年に設立されたボランティア

です。人と自然が共生できる森づく

りや自然を育む心を次世代に伝えて

いこうと活動しています。

ひらおかの森を守る会では、この
うば

ほど出雲井町の登山道沿いにある「姥

ヶ池」の再生に取り組みました。６００

年前に老婆が身投げしたという伝説

が残る「姥ヶ池」は、斜面の崩壊な

どにより埋まった状態になっていま

したが、地域住民や企業とも協力し

あって、今では湧き水のあふれる美

しい池へとよみがえりました。

「姥ヶ池」をひらおかの森の象徴

として保全していき、子どもたちの

環境学習の場としても活用していき

たいと考えています。

�問�ひらおかの森を守る会「福間」
０９０（６９７３）８２１９ �まちづくり支援
課 ０６（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２美しい池へとよみがえった姥ヶ池

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

地域まちづくり活動助成金交付団体�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ひらおかの森を守る会

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年４月１日（１１）
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検 索検 索東大阪市　文化芸術人材バンク クリッ
ク！

　利用・登録方法などくわしくは市ホームページ内の文化芸術
人材バンク（http://www.city.higashiosaka.osaka.jp/060/060010/cult
ure/jinzaibanku/bank.html）をご覧になるかお問合せください。

市
で
は
、市
民
が
文
化
芸
術
に
親
し
め
る
よ
う
、

４
月
１
日
�
か
ら
文
化
芸
術
人
材
バ
ン
ク
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
図
参
照
）。

ま
た
、
文
化
芸
術
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

イコーラム（男女共同参画センター）

が４月から祝日も開館します。ぜひ、

ご利用ください。 開館日 火～土曜

日午前９時～午後９時３０分、日曜日・

祝日午前９時～午後６時 ※月曜日が

祝日の場合は開館し、その翌日が休館。

【ホール、研修室などを貸出】
イコーラムのホール、研修室などの

貸出は、ホールが利用日の６か月前の

月の１日から、研修室などは利用日の

３か月前の月の１日から受け付けます

（申込多数の場合は抽選）。なお、９月

までのホール、７月までの研修室など

の祝日の貸出は次のとおりです。 利
用日・抽選日 �４月２９日（講演会の
み）、５月３日、４日、５日のホール・

研修室など�４月７日� �７月１８日、
９月１９日、２３日のホールと７月１８日の

研修室など�４月８日� ※抽選はい

ずれも午前９時に開始。

ひとことメッセージを募集

男女ともに自分らしさを認め合い暮

らせる社会をめざして、ひとことメッ

セージを募集します。入選作品は６月

開催の「男女共同参画週間記念のつど

い」で紹介します。 対象 市内在住、

在勤、在学（いずれか）の方 内容 自

作、未発表で句読点・スペースを含み

５０字以内 応募方法 ハガキにメッセ

ージと住所、氏名、年齢（学校名・学

年も）、電話番号を書いて、４月１日�
～３０日�（消印有効）に郵送（封書、
ファクス、Ｅメールも可） ※著作権

は市に帰属し、作品は返却しません。

◇ ◇

■応募・問合せ先 〒５７８・０９４１岩田

町４―３―２２―６００ イコーラム ０７２（９６０）

９２０１、�０７２（９６０）９２０７、Ｅメール iko
ramu@city.higashiosaka.lg.jp

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
文
化
芸
術
活
動
を
し
て
い
る

方
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
で

文
化
芸
術
活
動
を
し
て
い
る
方

の
情
報
を
４
月
１
日
�
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
文
化
芸
術

人
材
バ
ン
ク
で
公
開
し
ま
す
。

文
化
芸
術
人
材
バ
ン
ク
と
は
、

音
楽
を
は
じ
め
美
術
、
書
道
、

演
劇
、
絵
画
な
ど
の
文
化
芸
術

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
登
録
者
へ

イ
ベ
ン
ト
の
指
導
・
出
演
を
依

頼
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
企
画
し
て
い
る
方
や
新
し
い

こ
と
を
始
め
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
者
を
募
集
】

文
化
芸
術
人
材
バ
ン
ク
の
公

開
に
あ
た
り
、
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
活
動
を
広
く
発
信
で

き
る
ほ
か
、
利
用
者
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
直
接
連
絡
が
で
き
る

の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
調
整
で
き

ま
す
。
ま
た
、
登
録
し
て
い
る

方
同
士
が
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
、

情
報
交
換
や
交
流
も
で
き
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
、
登
録
内
容

（
登
録
者
名
、
連
絡
先
、
活
動

分
野
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
）

か
ら
、
同
意
を
得
た
も
の
の
み

を
公
開
し
ま
す
。
登
録
内
容
の

更
新
は
、
登
録
者
か
ら
修
正
依

頼
が
あ
れ
ば
随
時
更
新
し
て
い

き
ま
す
。

文
化
芸
術
人
材
バ
ン
ク
に
登

録
し
、
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
ま

せ
ん
か
。

◇
対
象

市
内
で
文
化
芸
術

活
動
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は

団
体※

営
利
目
的
や
政
治
・
宗
教

活
動
な
ど
、
登
録
が
不
適
当
と

判
断
し
た
場
合
は
登
録
で
き
ま

せ
ん
。

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た

は
直
接

※
申
請
書
は
文
化
国
際
課
で

配
布（
送
付
も
可
）。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
文
化
国
際

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

５
５
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

４月から祝日も開館します
イ コ ー ラ ム

（１２）

救急安心センターおおさか～救急医療相談・医療機関案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９

平成２３年４月１日東 大 阪 市 政 だ よ り


